
（別紙３）

～ 2024年12月31日

（対象者数） 25名 （回答者数） 14名

～ 2025年1月31日

（対象者数） ７名 （回答者数） ７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムについての振り返りを行い、プログラム内容がよ

り充実したものとなるようにする。

2

職員確保を行い外部研修に積極的に参加できる環境を整え

る。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

各種関係機関の研修への参加、地域施設の利用を行い情報を

収集し地域と連携できる体制を作る。

2

必要箇所を確認しバリアフリー化を検討する。

3

プログラム内容が固定化されないよう工夫している。 日々の活動が固定化されないよう工夫し５領域に沿った活動を

行っている。

月に１回の施設内研修や外部研修等研修の機会を設けている。 施設内研修では、テーマを決め職員で研修を行っている。研修

テーマだけでなく職員同士話し合う機会も設け職員のコミュニ

ケーションを図り活性化させることも意識している。また、新

規採用時には研修を実施している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との連携を持つ 地域との連携に受け身になっている為積極的に地域との連携に

努める。

施設内のバリアフリー 施設内がバリアフリーになっていない箇所があり、必要に応じ

職員が手をとり支援している。

2025年1月4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年3月18日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こどもデイサービスわこう住吉

○保護者評価実施期間
2024年12月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


